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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各家庭のエネルギー消費量についてコンピュータによる統計処理を行い、各家庭の消費
行動を環境要因に従って分析する省エネ行動評価システムであって、
　各家庭の少なくとも単位時間別のエネルギー消費量および室温を取得し、当該各家庭の
識別ＩＤとともに計測データベースに保持する計測データ取得手段と、
　前記識別ＩＤ毎に、各家庭の建物位置を保持する建物情報データベースと、
　少なくとも前記建物位置が属するエリア毎に、単位時間別の外気温を保持する気温情報
データベースと、
　前記識別ＩＤ毎に、前記計測データベースに保持された単位時間別の室温、前記建物情
報データベースに保持された前記建物位置、及び、前記気温情報データベースに保持され
た当該建物位置の単位時間別の外気温情報を読み出し、当該単位時間別の室温、及び、外
気温に基づき、建物の断熱性指標を算出する断熱性指標算出手段と、
　少なくとも前記断熱性指標を説明変数とし、前記単位時間別のエネルギー消費量を所定
の時間帯別に累積することで得られる累積エネルギー消費量を目的変数として、重回帰分
析を行い、重回帰パラメータを決定する重回帰分析手段と、
　前記重回帰分析手段により求められた重回帰式に基づき、各家庭の前記断熱性指標に応
じた標準のエネルギー消費量を推定する標準エネルギー消費量推定手段と、
　前記推定された標準エネルギー消費量と実際のエネルギー消費量との差に基づき、各家
庭の消費行動を判別ならびに評価する消費行動判定手段とを備えることを特徴とする省エ
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ネ行動評価システム。
【請求項２】
　前記断熱性指標算出手段は、所定の第１時間区分における平均の外気温と、前記第１時
間区分の開始時刻における室温の当該平均の外気温との温度差を求め、当該室温と当該平
均の外気温との温度差に対する前記第１時間区分における室温の変化量の比に基づき前記
断熱性指標を算出することを特徴とする請求項１に記載の省エネ行動評価システム。
【請求項３】
　前記断熱性指標算出手段は、前記第１時間区分における室温の変化量の比を、開始時刻
が異なる複数の前記第１時間区分につき統計処理をとることにより、前記断熱性指標を算
出することを特徴とする請求項２に記載の省エネ行動評価システム。
【請求項４】
　各家庭の単位時間別の日射量を取得または推定し、前記識別ＩＤ毎に、前記計測データ
ベースに保持する日射量取得手段を備え、
　前記重回帰分析手段は、前記断熱性指標に加えて、前記単位時間別の日射量を所定の第
２時間区分において累積することで得られる累積日射量を説明変数とし、前記時間帯毎の
累積エネルギー消費量を目的変数として、重回帰分析を行い、重回帰パラメータを決定し
、
　標準エネルギー消費量推定手段は、前記重回帰分析手段により求められた重回帰式に基
づき、各家庭の前記断熱性指標および前記累積日射量に応じた標準のエネルギー消費量を
推定することを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の省エネ行動評価システム。
【請求項５】
　各家庭のエネルギー消費量についてコンピュータによる統計処理を行い、各家庭の消費
行動を環境要因に従って分析する省エネ行動評価システムであって、
　各家庭の少なくとも単位時間別のエネルギー消費量を取得し、当該各家庭の識別ＩＤと
ともに計測データベースに保持する計測データ取得手段と、
　各家庭の単位時間別の日射量を取得または推定し、前記識別ＩＤ毎に、前記計測データ
ベースに保持する日射量取得手段と、
　前記単位時間別のエネルギー消費量を所定の時間帯別に累積することで得られる時間帯
毎の累積エネルギー消費量を目的変数とし、少なくとも前記単位時間別の日射量を所定の
第２時間区分において累積することで得られる累積日射量を説明変数として、重回帰分析
を行い、重回帰パラメータを決定する重回帰分析手段と、
　前記重回帰分析手段により求められた重回帰式に基づき、各家庭の前記累積日射量に応
じた標準のエネルギー消費量を推定する標準エネルギー消費量推定手段と、
　前記推定された標準エネルギー消費量と実際のエネルギー消費量との差に基づき、各家
庭の消費行動を判別ならびに評価する消費行動判定手段とを備えることを特徴とする省エ
ネ行動評価システム。
【請求項６】
　前記消費行動判定手段は、前記標準エネルギー消費量推定手段により推定された標準エ
ネルギー消費量と前記実際のエネルギー消費量との差に応じたメッセージを、各家庭に設
けられた表示手段に表示させることを特徴とする請求項１～５の何れか一項に記載の省エ
ネ行動評価システム。
【請求項７】
　前記消費行動判定手段は、複数のメッセージ群の中から、各家庭に設けられた表示手段
に表示させる前記メッセージ群を、前記説明変数の平均値からのずれに応じて選択し、当
該メッセージ群のうち何れかの前記メッセージを、前記推定された標準エネルギー消費量
と前記実際のエネルギー消費量との差に応じて選択し、前記表示手段に表示させることを
特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の省エネ行動評価システム。
【請求項８】
　各家庭のエネルギー消費量についてコンピュータによる統計処理を行い、各家庭の消費
行動を環境要因に従って分析する省エネ行動評価システムであって、
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　各家庭の少なくとも単位時間別のエネルギー消費量を取得し、当該各家庭の識別ＩＤと
ともに計測データベースに保持する計測データ取得手段と、
　各家庭の単位時間別の日射量を取得または推定し、前記識別ＩＤ毎に、前記計測データ
ベースに保持する日射量取得手段と、
　前記単位時間別のエネルギー消費量を所定の時間帯別に累積することで得られる時間帯
毎の累積エネルギー消費量を目的変数とし、少なくとも前記単位時間別の日射量を所定の
第２時間区分において累積することで得られる累積日射量を説明変数として、重回帰分析
を行い、重回帰パラメータを決定する重回帰分析手段と、
　前記重回帰分析手段により求められた重回帰式に基づき、各家庭の前記累積日射量に応
じた標準のエネルギー消費量を推定する標準エネルギー消費量推定手段と、
　前記推定された標準エネルギー消費量と実際のエネルギー消費量との差に基づき、各家
庭の消費行動を判別ならびに評価する消費行動判定手段とを備え、
　前記消費行動判定手段は、複数のメッセージ群の中から、各家庭に設けられた表示手段
に表示させる前記メッセージ群を、前記説明変数の平均値からのずれに応じて選択し、当
該メッセージ群のうち何れかの前記メッセージを、前記推定された標準エネルギー消費量
と前記実際のエネルギー消費量との差に応じて選択し、前記表示手段に表示させることを
特徴とする省エネ行動評価システム。
【請求項９】
　前記標準エネルギー消費量推定手段により推定された標準エネルギー消費量、或いは、
前記推定された標準エネルギー消費量と前記実際のエネルギー消費量との差の少なくとも
何れかを前記表示手段に表示することを特徴とする請求項６～８の何れか一項に記載の省
エネ行動評価システム。
【請求項１０】
　前記計測データ取得手段は、各家庭の少なくとも前記単位時間別のエネルギー消費量と
併せて、各家庭に備えられた太陽光発電設備の単位時間別の発電量を取得して、前記識別
ＩＤとともに前記計測データベースに保持し、
　前記日射量取得手段は、前記計測データベースに保持された前記太陽光発電設備の前記
単位時間別の発電量から、前記単位時間別の日射量を推定することを特徴とする請求項４
、５及び８の何れか一項に記載の省エネ行動評価システム。
【請求項１１】
　前記識別ＩＤ毎に、家族数等の家族構成に係る情報が保持される属性データベースを備
え、
　前記重回帰分析手段は、説明変数に前記家族構成に係る情報を加え、前記時間帯毎の累
積エネルギー消費量を目的変数として、重回帰分析を行い、重回帰パラメータを決定し、
　前記標準エネルギー消費量推定手段は、前記重回帰分析手段により求められた重回帰式
に基づき、各家庭の実際の家族構成に応じた標準のエネルギー消費量を推定することを特
徴とする請求項１～１０の何れか一項に記載の省エネ行動評価システム。
【請求項１２】
　前記目的変数としての前記累積エネルギー消費量は、１日総量の累積エネルギー消費量
、又は、前記単位時間別のエネルギー消費量を朝昼夜の何れかの時間帯で累積した累積エ
ネルギー消費量を含むことを特徴とする請求項１～１１の何れか一項に記載の省エネ行動
評価システム。
【請求項１３】
　前記目的変数としての前記累積エネルギー消費量は、夏期、冬期、および中間期の３つ
の気候別に前記単位時間別のエネルギー消費量を所定の時間帯で累積した累積エネルギー
消費量を含むことを特徴とする請求項１～１２の何れか一項に記載の省エネ行動評価シス
テム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、エネルギー消費量を評価し、消費者に対し省エネルギー行動のための適切な
助言を行う省エネ行動評価システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　エネルギー消費量を評価し、これを省エネルギー性能の評価に用いるものとして、下記
の特許文献１に示すものがある。
【０００３】
　特許文献１に記載のエネルギー消費量評価システムは、熱負荷算出手段、理論エネルギ
ー消費量算出手段、熱環境維持率算出手段、及び、修正エネルギー消費量算出手段を備え
、建物のエネルギー消費量を数値化する構成であり、これにより建物の断熱性能のバラン
スを判断（評価）し、建物の快適性を考慮した省エネルギー性能を明確化するものである
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２６９１７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　エネルギー消費量を評価し、消費者に対し省エネのための消費行動を評価するにあたっ
ては、その消費者である各家庭のエネルギー消費量がそもそも何に起因するのかを考慮し
なければ、省エネ行動をとっても効果がない場合や、著しく生活レベルを落とさなければ
ならない場合があるのではないかと考えられる。例えば、家の断熱性が悪いため空調必要
量が多い場合や、日当たりが良すぎて夏場の冷房需要が多い場合等、環境にエネルギー消
費量が増加する原因がある場合、消費者の省エネ行動を支援するだけでは限界があると考
えられる。
【０００６】
　このように、建物の立地条件や建物の断熱性等により、省エネ行動を促すだけでは省エ
ネルギーの目的を達成できない事情がある場合、そのような事情も消費者に提示すること
が、結果的に省エネルギーの目的に適うものとなり、望ましいと考えられる。
【０００７】
　ここで、エネルギー消費に影響する要因としては、以下の３つを挙げることができる。
【０００８】
　（１）気候要因、即ち気候・周辺環境によるもの。これは、引越ししない限り、変える
ことは難しい。
【０００９】
　（２）建物要因、例えば建物の断熱性能によるもの。これは、改善が可能ではあるが、
改善に比較的時間を要する。
【００１０】
　（３）行動要因、即ち消費者のエネルギー消費傾向によるもの。これは、比較的改善に
要する時間が短い。
【００１１】
　上記特許文献１では、主として（２）の建物の省エネ傾向を論じた技術となっている。
一方、一般的に省エネアドバイスという場合、（３）の行動を制限することによる省エネ
を推奨する例が多い。
【００１２】
　しかしながら、上述したように、省エネ行動を適切に評価するためには、「省エネを頑
張っているのに建物の性能でこれ以上は省エネできない」、「日当たりが良すぎて夏場省
エネを頑張りきれない」など、行動に影響を与えている気候や建物による環境要因を考慮
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した上で省エネ行動を評価する必要がある。
【００１３】
　以上より、本発明は、建物の性能や気候に依存する環境要因を適切に評価しつつ、消費
者の省エネ行動について適切な評価を与えることのできる省エネ行動評価システムを提供
することをその目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するための本発明に係る省エネ行動評価システムは、各家庭のエネルギ
ー消費量についてコンピュータによる統計処理を行い、各家庭の消費行動を環境要因に従
って分析する省エネ行動評価システムであって、
　各家庭の少なくとも単位時間別のエネルギー消費量および室温を取得し、当該各家庭の
識別ＩＤとともに計測データベースに保持する計測データ取得手段と、
　前記識別ＩＤ毎に、各家庭の建物位置を保持する建物情報データベースと、
　少なくとも前記建物位置が属するエリア毎に、単位時間別の外気温を保持する気温情報
データベースと、
　前記識別ＩＤ毎に、前記計測データベースに保持された単位時間別の室温、前記建物情
報データベースに保持された前記建物位置、及び、前記気温情報データベースに保持され
た当該建物位置の単位時間別の外気温情報を読み出し、当該単位時間別の室温、及び、外
気温に基づき、建物の断熱性指標を算出する断熱性指標算出手段と、
　少なくとも前記断熱性指標を説明変数とし、前記単位時間別のエネルギー消費量を所定
の時間帯別に累積することで得られる累積エネルギー消費量を目的変数として、重回帰分
析を行い、重回帰パラメータを決定する重回帰分析手段と、
　前記重回帰分析手段により求められた重回帰式に基づき、各家庭の前記断熱性指標に応
じた標準のエネルギー消費量を推定する標準エネルギー消費量推定手段と、
　前記推定された標準エネルギー消費量と実際のエネルギー消費量との差に基づき、各家
庭の消費行動を判別ならびに評価する消費行動判定手段とを備えることを第１の特徴とす
る。
【００１５】
　上記第１の特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前記断熱性指標算出
手段は、所定の第１時間区分における平均の外気温と、前記第１時間区分の開始時刻にお
ける室温の当該平均の外気温との温度差を求め、当該室温と当該平均の外気温との温度差
に対する前記第１時間区分における室温の変化量の比に基づき前記断熱性指標を算出する
ことが好ましい。
【００１６】
　上記第１の特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前記断熱性指標算出
手段は、前記第１時間区分における室温の変化量の比を、開始時刻が異なる複数の前記第
１時間区分につき統計処理をとることにより、前記断熱性指標を算出することが好ましい
。
【００１７】
　上記第１の特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前記断熱性指標算出
手段は、前記第１時間区分における室温の変化量の比を、開始時刻が異なる複数の前記第
１時間区分につき統計処理をとることにより、前記断熱性指標を算出することが好ましい
。
【００１８】
　上記第１の特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、各家庭の単位時間別
の日射量を取得または推定し、前記識別ＩＤ毎に、前記計測データベースに保持する日射
量取得手段を備え、
　前記重回帰分析手段は、前記断熱性指標に加えて、前記単位時間別の日射量を所定の第
２時間区分において累積することで得られる累積日射量を説明変数とし、前記時間帯毎の
累積エネルギー消費量を目的変数として、重回帰分析を行い、重回帰パラメータを決定し
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、
　標準エネルギー消費量推定手段は、前記重回帰分析手段により求められた重回帰式に基
づき、各家庭の前記断熱性指標および前記累積日射量に応じた標準のエネルギー消費量を
推定することを特徴とする。
【００１９】
　即ち、上記目的を達成するための本発明に係る省エネ行動評価システムは、各家庭のエ
ネルギー消費量についてコンピュータによる統計処理を行い、各家庭の消費行動を環境要
因に従って分析する省エネ行動評価システムであって、
　各家庭の少なくとも単位時間別のエネルギー消費量を取得し、当該各家庭の識別ＩＤと
ともに計測データベースに保持する計測データ取得手段と、
　各家庭の単位時間別の日射量を取得または推定し、前記識別ＩＤ毎に、前記計測データ
ベースに保持する日射量取得手段と、
　前記単位時間別のエネルギー消費量を所定の時間帯別に累積することで得られる時間帯
毎の累積エネルギー消費量を目的変数とし、少なくとも前記単位時間別の日射量を所定の
第２時間区分において累積することで得られる累積日射量を説明変数として、重回帰分析
を行い、重回帰パラメータを決定する重回帰分析手段と、
　前記重回帰分析手段により求められた重回帰式に基づき、各家庭の前記累積日射量に応
じた標準のエネルギー消費量を推定する標準エネルギー消費量推定手段と、
　前記推定された標準エネルギー消費量と実際のエネルギー消費量との差に基づき、各家
庭の消費行動を判別ならびに評価する消費行動判定手段とを備えることを第２の特徴とす
る。
【００２０】
　上記第２の特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前記計測データ取得
手段は、各家庭の少なくとも前記単位時間別のエネルギー消費量と併せて、各家庭に備え
られた太陽光発電設備の単位時間別の発電量を取得して、前記識別ＩＤとともに前記計測
データベースに保持し、
　前記日射量取得手段は、前記計測データベースに保持された前記太陽光発電設備の前記
単位時間別の発電量から、前記単位時間別の日射量を推定することが好ましい。
【００２１】
　上記第１または第２の特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前記識別
ＩＤ毎に、家族数等の家族構成に係る情報が保持される属性データベースを備え、
　前記重回帰分析手段は、説明変数に前記家族構成に係る情報を加え、前記時間帯毎の累
積エネルギー消費量を目的変数として、重回帰分析を行い、重回帰パラメータを決定し、
　前記標準エネルギー消費量推定手段は、前記重回帰分析手段により求められた重回帰式
に基づき、各家庭の実際の家族構成に応じた標準のエネルギー消費量を推定することが好
ましい。
【００２２】
　上記第１または第２の特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前記消費
行動判定手段は、前記標準エネルギー消費量推定手段により推定された標準エネルギー消
費量と前記実際のエネルギー消費量との差に応じたメッセージを、各家庭に設けられた表
示手段に表示させることを第３の特徴とする。
【００２３】
　上記第３の特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前記消費行動判定手
段は、複数のメッセージ群の中から、前記表示手段に表示させる前記メッセージ群を、前
記説明変数の平均値からのずれに応じて選択し、当該メッセージ群のうち何れかの前記メ
ッセージを、前記推定された標準エネルギー消費量と前記実際のエネルギー消費量との差
に応じて選択し、前記表示手段に表示させることが好ましい。
【００２４】
　上記第３の特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前記標準エネルギー
消費量推定手段により推定された標準エネルギー消費量、或いは、前記推定された標準エ
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ネルギー消費量と前記実際のエネルギー消費量との差の少なくとも何れかを前記表示手段
に表示することが好ましい。
【００２５】
　上記第１乃至第３の何れかの特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前
記目的変数としての前記累積エネルギー消費量は、１日総量の累積エネルギー消費量、又
は、前記単位時間別のエネルギー消費量を朝昼夜の何れかの時間帯で累積した累積エネル
ギー消費量を含むことが好ましい。
【００２６】
　上記第１乃至第３の何れかの特徴の本発明に係る省エネ行動評価システムは、更に、前
記目的変数としての前記累積エネルギー消費量は、夏期、冬期、および中間期の３つの気
候別に前記単位時間別のエネルギー消費量を所定の時間帯で累積した累積エネルギー消費
量を含むことが好ましい。
 
【発明の効果】
【００２７】
　上記第１の特徴の省エネ行動評価システムに依れば、断熱性指標算出手段が各家庭の建
物の断熱性指標を算出し、当該断熱性指標を説明変数として、重回帰分析手段が重回帰分
析を行い、標準エネルギー消費量推定手段が、当該断熱性指標に応じた標準のエネルギー
消費量を推定するので、各家庭の建物要因である建物の断熱性能を考慮した上で、省エネ
行動を評価することが可能になる。
【００２８】
　上記第２の特徴の省エネ行動評価システムに依れば、日射量取得手段が各家庭の日射量
を算出し、累積日射量を説明変数として、重回帰分析手段が重回帰分析を行い、標準エネ
ルギー消費量推定手段が、当該累積日射量に応じた標準のエネルギー消費量を推定するの
で、各家庭の気候要因である日当たりの影響を考慮した上で、省エネ行動を評価すること
が可能になる。尚、上記日射量については、太陽光発電設備が設けられている場合、当該
太陽光発電設備の発電量により見積ることが可能である。
【００２９】
　尚、上記断熱性指標による標準エネルギー消費量の推定、及び、上記累積日射量による
標準エネルギー消費量の推定は、双方を説明変数として重回帰分析手段が重回帰分析を行
うことで、当該断熱性指標、及び、当該累積日射量に応じた標準のエネルギー消費量を推
定することができ、各家庭の建物要因と気候要因を考慮した上で、省エネ行動を評価する
ことが可能になる。
【００３０】
　加えて、家族構成（例えば、家族数・子供の数・男女比など）を説明変数として重回帰
分析を行うことで、当該家族構成に応じた標準のエネルギー消費量を推定することができ
、より仔細に省エネ行動を評価することが可能になる。
【００３１】
　そして、上記第３の特徴の省エネ行動評価システムに依れば、推定された標準エネルギ
ー消費量と実際の各家庭のエネルギー消費量の差に基づいて、省エネ行動の評価結果、及
び、省エネ行動を支援するためのメッセージを各家庭に設けられた表示手段に表示させる
ことができる。更に、環境要因（断熱性指標、及び、累積日射量）の影響度に応じてメッ
セージを変更することで、消費者は、自宅の環境要因についての情報を知ることができ、
省エネ行動の参考にすることができる。
【００３２】
　以上より、本発明の省エネ行動支援システムに依れば、建物の性能や気候に依存する環
境要因を適切に評価しつつ、消費者の省エネ行動について適切な評価を与えることのでき
る省エネ行動評価システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
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【図１】本発明の一実施形態に係る省エネ行動評価システムの一例を示す構成図
【図２】計測データ取得手段により取得された、ある日（冬期）の一日の室温及び外気温
の時間変化を示す図
【図３】計測データ取得手段により取得された、ある日（夏期）の一日の室温及び外気温
の時間変化を示す図
【図４】断熱性指標算出手段による断熱性指標ＨＩ（冬期）の算出方法について説明する
ための図
【図５】断熱性指標算出手段による断熱性指標ＨＩ（夏期）の算出方法について説明する
ための図
【図６】消費行動判定手段により表示される省エネ行動の評価メッセージの一例
【図７】消費行動判定手段により表示される省エネ行動の評価メッセージの一例
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下に、本発明の一実施形態に係る省エネ行動評価システム（以降、適宜「本発明シス
テム１」と称す）につき、図面を参照して説明する。図１は、本発明システム１の構成の
一例を示す図である。図１に示されるように、本発明システム１は、計測データ取得手段
１１、計測データベース１２、日射量取得手段１３、建物情報データベース１４、気温情
報データベース１５、断熱性指標算出手段１６、重回帰分析手段１７、属性情報データベ
ース１８、標準エネルギー消費量推定手段１９、及び、消費行動判定手段２０を備える省
エネ行動判定装置２１と、各家庭に備えられた表示手段２３、及び太陽光発電設備２４を
備える。省エネ行動判定装置２１は、各家庭と電気通信回線１０を介して接続され、計測
器２２及び表示手段２３との通信が可能に構成されている。尚、計測データ取得手段１１
、日射量取得手段１３、断熱性指標算出手段１６、重回帰分析手段１７、標準エネルギー
消費量推定手段１９、及び、消費行動判定手段２０は、夫々、同一のサーバコンピュータ
内に設けられ、各部の処理をコンピュータで各別に処理するプログラムを実行することに
よりソフトウェア的に実現される。また、計測データベース１２、建物情報データベース
１４、気温情報データベース１５、及び、属性情報データベース１８は、当該サーバコン
ピュータ内に設けられた、或いはローカルネットワークを介してアクセス可能な所定の記
憶装置の所定の記憶領域に夫々構築されている。
【００３５】
　計測データ取得手段１１は、各家庭に設けられた計測器２２により測定される各家庭の
単位時間別のエネルギー消費量および室温を取得し、当該各家庭の識別ＩＤとともに計測
データベース１２に保持する。好適には、計測データ取得手段１１は、ＨＥＭＳ(Home En
ergy Management System)技術を用いてエネルギー消費量や室温を取得することができる
。本実施形態では、計測データ取得手段１１は、各家庭に備えられた太陽光発電設備２４
の単位時間別の発電量を併せて取得し、識別ＩＤとともに計測データベースに保持してい
る。
【００３６】
　日射量取得手段１３は、各家庭の単位時間別の日射量を取得または推定し、識別ＩＤ毎
に、計測データベース１２に保持する。本実施形態では、日射量取得手段１３は、計測デ
ータベース１２に保持された太陽光発電設備２４の単位時間別の発電量に基づき、当該太
陽光発電設備２４の発電効率を考慮の上、単位時間別の日射量を推定する。
【００３７】
　建物情報データベース１４は、識別ＩＤ毎に、各家庭の建物位置（住所）を保持してい
る。
【００３８】
　気温情報データベース１５は、建物情報データベース１４が保持する建物位置が属する
エリア毎に、単位時間別の外気温を保持している。尚、当該エリア毎の外気温は、例えば
気象庁のアメダスにより取得することが可能である。あるいは、計測器２２が単位時間毎
に外気温を計測し、計測したデータを気温情報データベース１５に保持するように構成し
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てもよい。この場合、外気温は建物位置毎（各家庭毎）に気温情報データベース１５に保
持される。
【００３９】
　断熱性指標算出手段１６は、識別ＩＤ毎に、計測データベース１２に保持された単位時
間別の室温、建物情報データベース１４に保持された建物位置、及び、気温情報データベ
ース１５に保持された当該建物位置の単位時間別の外気温情報を読み出して、当該単位時
間別の室温、及び、外気温に基づき、建物の断熱性指標を算出する。
【００４０】
　以下に、断熱性指標の算出方法の一例について説明する。図２及び図３に、計測データ
取得手段１１が取得し、計測データベース１２に保持された単位時間別（ここでは、１時
間毎）のある日の２つの家庭の室温および外気温の時間変化の例を示す。尚、図２は冬期
、図３は夏期の場合の例である。本実施形態では、所定の第１時間区分（深夜など、外気
温の変化が少なく、空調が稼動していない時間帯が望ましい）における室温の変化率に基
づき、建物の断熱性能を評価することができる。
【００４１】
　〈冬期の場合〉
　単位時間ｉを時刻ｔｉ－１から時刻ｔｉまでの期間とし、単位時間別の室温をＲＴ（ｉ
）、単位時間別の外気温をＯＴ（ｉ）とする。当該第１時間区分ｎが当該単位時間のｍ倍
の期間であり、時刻ｔｎ－ｍから時刻ｔｎまでの時間区分とする。第１時間区分ｎにおけ
る外気温の平均値ＯＴａｖ（ｎ）は、下記の数１で与えられる。
【００４２】
　［数１］
　ＯＴａｖ（ｎ）＝｛ＯＴ（ｎ－ｍ）＋ＯＴ（ｎ－ｍ＋１）＋　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ＯＴ（ｎ）｝／（ｍ＋１）
【００４３】
　第１時間区分ｎにおける室温の変化量はＲＴ（ｎ－ｍ）－ＲＴ（ｎ）であり、当該変化
量の、室温と平均の外気温との比を求め、断熱性指標とする。即ち、下記の数２により、
第１時間区分毎の断熱性指標ＨＩ（ｎ）を算出する。ＨＩ（ｎ）は、室温と外気温の温度
差が１℃あるとした場合、室温はどの程度変化するかを表す量である。
【００４４】
　［数２］
　ＨＩ（ｎ）＝（ＲＴ（ｎ）－ＲＴ（ｎ－ｍ））／｜ＲＴ（ｎ－ｍ）－ＯＴａｖ（ｎ）｜
【００４５】
　断熱性指標算出手段１６は、当該ＨＩ（ｎ）のうち、所定の統計処理期間（ここでは、
直前の４日間）内において、外気温よりも室温が高く（暖房済みと推測される）、室温が
下降中で（暖房中ではないと推測される）、且つ、数２の分母が０にならない条件、即ち
下記の数３に示す条件を満たすものを取り出して、平均値ＨＩａｖ、標準偏差ＨＩｄｉｖ
を求める。そして、下記の数４により、冬期の断熱性指標ＨＩを算出する。
【００４６】
　［数３］
　ＲＴ（ｎ－ｊ）＞ＯＴ（ｎ）、ｊ＝０～ｍ
　ＲＴ（ｎ－ｊ）≧ＲＴ（ｎ－ｊ＋１）、ｊ＝１～ｍ、かつ、ＲＴ（ｎ－ｍ）＞ＲＴ（ｎ
）
　ＲＴ（ｎ－ｍ）≠ＯＴａｖ（ｎ）
　［数４］
　ＨＩ＝ＨＩａｖ　－　ＨＩｄｉｖ×２
【００４７】
　図４に、ｍ＝１として、上記数３、数４により算出される断熱性指標ＨＩの算出結果を
示す。外気温に対して図２（ａ）の室温変化を示す家庭の場合の断熱性指標ＨＩの算出結
果が図４（ａ）であり、ＨＩ＝－０．２４と算出される。外気温に対して図２（ｂ）の室
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温変化を示す家庭の場合の断熱性指標ＨＩの算出結果が図４（ｂ）であり、ＨＩ＝－０．
１５と算出される。尚、図４（ａ，ｂ）において、断熱性指標の下の各数値は、上記にお
いて平均値および標準偏差の計算に用いられた数３の条件を満たす第１時間区分毎の断熱
性指標ＨＩ（ｎ）の一部を、数値が小さなものから順に並べたものである。
【００４８】
　当該断熱性指標ＨＩの絶対値が大きいほど、冬期における建物の断熱性能に優れている
ため、断熱性指標ＨＩを算出することで、図２（ａ）よりも、図２（ｂ）の室温変化を示
す建物の方が、断熱性に優れていることを定量的に判断できる。
【００４９】
　〈夏期の場合〉
　単位時間ｉを時刻ｔｉ－１から時刻ｔｉまでの期間とし、単位時間別の室温をＲＴ（ｉ
）、単位時間別の外気温をＯＴ（ｉ）とする。当該第１時間区分ｎが当該単位時間のｍ倍
の期間であり、時刻ｔｎ－ｍから時刻ｔｎまでの時間区分とする。冬期の場合と同様、第
１時間区分ｎにおける外気温の平均値ＯＴａｖ（ｎ）を、数１により求め、数２により、
第１時間区分毎の断熱性指標ＨＩ（ｎ）を算出する。
【００５０】
　断熱性指標算出手段１６は、当該ＨＩ（ｎ）のうち、所定の統計処理期間（ここでは、
直前の４日間）内において、外気温よりも室温が低く（冷房済みと推測される）、室温が
上昇中で（冷房中ではないと推測される）、且つ、数２の分母が０にならない条件、即ち
下記の数５に示す条件を満たすものを取り出して、平均値ＨＩａｖ、標準偏差ＨＩｄｉｖ
を求める。そして、下記の数６により、夏期の断熱性指標ＨＩを算出する。
【００５１】
　［数５］
　ＲＴ（ｎ－ｊ）＜ＯＴ（ｎ）、ｊ＝０～ｍ
　ＲＴ（ｎ－ｊ）≦ＲＴ（ｎ－ｊ＋１）、ｊ＝１～ｍ、かつ、ＲＴ（ｎ－ｍ）＜ＲＴ（ｎ
）
　ＲＴ（ｎ－ｍ）≠ＯＴａｖ（ｎ）
　［数６］
　ＨＩ＝ＨＩａｖ　＋　ＨＩｄｉｖ×２
【００５２】
　図５に、ｍ＝１として、上記数５、数６により算出される断熱性指標ＨＩの算出結果を
示す。外気温に対して図３（ａ）の室温変化を示す家庭の場合の断熱性指標ＨＩの算出結
果が図５（ａ）であり、ＨＩ＝１．３１と算出される。外気温に対して図３（ｂ）の室温
変化を示す家庭の場合の断熱性指標ＨＩの算出結果が図５（ｂ）であり、ＨＩ＝１．３３
と算出される。尚、図５（ａ，ｂ）において、断熱性指標の下の各数値は、上記において
平均値および標準偏差の計算に用いられた数５の条件を満たす第１時間区分毎の断熱性指
標ＨＩ（ｎ）を、数値が大きなものから順に並べたものである。
【００５３】
　重回帰分析手段１７は、上記断熱性指標算出手段１６が算出した断熱性指標、上記日射
量取得手段１３が取得または推定した日射量、及び、属性情報データベース１８に保持さ
れた家族構成に係る情報を説明変数とし、エネルギー消費量を目的変数として重回帰分析
を行い、重回帰パラメータを決定する。
【００５４】
　具体的には、計測データベース１２に保持されている単位時間別のエネルギー消費量を
所定の時間帯別に累積し、その結果得られる累積エネルギー消費量を算出し、目的変数と
する。ここで、当該時間帯別の累積エネルギー消費量として、例えば、朝（６時～１２時
）の累積エネルギー消費量、昼間（１２時～１８時）の累積エネルギー消費量、夜間（１
８時～翌日６時）の累積エネルギー消費量、及び、１日（０時～２４時）の累積エネルギ
ー消費量の４種類の累積エネルギー消費量を目的変数とすることができる。更に、当該累
積エネルギー消費量は、冬期（日平均気温が１４℃未満）、夏期（日平均気温が２４度以
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上）、及び、中間期（日平均気温が１４℃以上２４℃未満）に分けて考えることができる
。また、消費されるエネルギーとして、ガス、及び電気の２種類を考えることができる。
従って、目的変数としての累積エネルギー消費量は、時間帯別に４通り、季節別に３通り
、エネルギー種別で２通りが存在し、計２４種類が考えられる。
【００５５】
　同様に、説明変数である日射量についても、朝（６時～１２時）の累積日射量、昼間（
１２時～１８時）の累積日射量、夜間（１８時～翌日６時）の累積日射量、及び、１日（
０時～２４時）の累積日射量の４種類を考えることができる。一方、説明変数である断熱
性指標については、上述した冬期、および夏期の断熱性指標の２通りである。説明変数と
して用いる家族構成に係る情報としては、例えば家族数を用いることができる。
【００５６】
　重回帰分析手段１７は、重回帰分析を行い、上述した２４種の累積エネルギー消費量（
目的変数）に対して、夫々、説明変数の偏回帰係数を求め、重回帰式を決定する。
【００５７】
　標準エネルギー消費量推定手段１９は、後述するように、重回帰分析手段１７により求
められた重回帰式に基づき、各家庭の実際の断熱性指標、日射量、及び家族構成に応じた
標準のエネルギー消費量を推定する。
【００５８】
　そして、消費行動判定手段２０は、標準エネルギー消費量推定手段１９により推定され
た標準エネルギー消費量と実際のエネルギー消費量との差に基づき、各家庭の消費行動を
判別ならびに評価した上で、当該評価結果をメッセージとして、各家庭に設けられた表示
手段２３に表示させる。
【００５９】
　以下に、重回帰分析手段１７による重回帰分析の方法、標準エネルギー消費量推定手段
１９による標準エネルギー消費量の推定、及び、消費行動判定手段２０による消費行動の
判定について、詳細に説明する。重回帰分析手段１７により求められる、累積日射量（朝
昼夜、一日の４種類）の偏回帰係数をＡ、断熱性指標（冬期および夏期の２種類）の偏回
帰係数をＢ、家族数の偏回帰係数をＣ、及び、定数項をＤとする。各Ａ～Ｄは、目的変数
に応じて、２４種類が存在しうる。以下に、当該目的変数に応じた省エネ行動の判定評価
について、詳細に説明する。
【００６０】
　〈冬期、１日総量の場合〉
　重回帰分析手段１７が、累積日射量（０時～２４時）、冬期の断熱性指標、及び家族数
を説明変数として、ガス消費量（０時～２４時の総量）、または電力消費量（０時～２４
時の総量）を目的変数として、重回帰分析を行い、偏回帰係数Ａ～Ｄを求める。
【００６１】
　そして、標準エネルギー消費量推定手段１９は、
　Ａ×累積日射量（０時～２４時）＋Ｂ×断熱性指標（冬期）＋Ｃ×家族数＋Ｄ
　を、当該累積日射量、当該断熱性指標、及び、当該家族数に応じた標準のエネルギー消
費量として推定する。
【００６２】
　消費行動判定手段２０は、上記推定された標準エネルギー消費量と実際のエネルギー消
費量を比較し、省エネ行動を評価し、評価結果を各家庭に設けられた表示手段２３に表示
させる。評価にあたって、消費行動判定手段２０は、重回帰分析手段１７により算出され
る各説明変数（累積日射量（０時～２４時）、冬期の断熱性指標）の平均値と標準偏差を
参照し、日射量、冬期の断熱性能が平均的か否かを判定する。例えば、説明変数のその平
均値からのずれが１標準偏差以内に収まる場合、当該説明変数が平均的と、平均値からの
ずれが１標準偏差を超える場合、当該説明変数が平均的でないと判定する。そして、判定
結果に応じて、表示手段２３に表示させるメッセージを変更する。
【００６３】
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　例えば、説明変数が全て平均的である場合を考える。この場合、消費行動判定手段２０
は、実際のエネルギー消費量が、推定された標準エネルギー消費量に対して多い場合、
　「まだまだエネルギー削減が可能です」、或いは、
実際のエネルギー消費量が、推定された標準エネルギー消費量に対して少ない場合、
　「とてもよく頑張っています」
の何れかのメッセージを表示手段２３に表示させる。
【００６４】
　図６に表示手段２３に表示されるメッセージの一例を示す。図６に示す例では、実際の
エネルギー消費量が、推定された標準エネルギー消費量に対して少ない場合の例であり、
当該推定された標準エネルギー消費量（標準ガス消費量）と実際のエネルギー消費量（実
績ガス消費量）、及び、その差（省エネルギー達成量）を併せて表示することで、消費者
の省エネ行動に係るモチベーションを高めることができる。
【００６５】
　一方、日射量が平均と比べて多い場合を考える。この場合、消費行動判定手段２０は、
実際のエネルギー消費量が、推定された標準エネルギー消費量に対して多い場合、
　「まだまだエネルギー削減しろがあります」、或いは、
実際のエネルギー消費量が、推定された標準エネルギー消費量に対して少ない場合、
　「この条件下ではとてもよく頑張っています」
の何れかのメッセージを表示手段２３に表示させる。
【００６６】
　更に、消費行動判定手段２０は、累積日射量の平均値を上述の重回帰式に代入し、日射
量が平均的な場合の標準のエネルギー消費量を求める。そして、「平均的な日射量であれ
ば○○まで減らせます」とのメッセージを表示手段２３に表示させ、消費者に省エネを頑
張りきれない気候要因の存在を提供する。
【００６７】
　断熱性能が平均と比べて低い場合も同様であり、消費行動判定手段２０は、実際のエネ
ルギー消費量を、推定された標準エネルギー消費量と比較し、「まだまだエネルギー削減
しろがあります」「この条件下ではとてもよく頑張っています」の何れかのメッセージを
表示手段２３に表示させる。更に、消費行動判定手段２０は、断熱性指標の平均値を上述
の重回帰式に代入し、日射量が平均的な場合の標準のエネルギー消費量を求める。そして
、「平均的な断熱性能であれば○○まで減らせます」とのメッセージを表示手段２３に表
示させ、消費者に省エネを頑張りきれない建物要因の存在を提供する。
【００６８】
　図７に、日射量が平均と比べて多く、断熱性能が平均と比べて低い場合の表示手段２３
に表示されるメッセージの一例を示す。
【００６９】
　〈冬期、朝総量の場合〉
　重回帰分析手段１７が、累積日射量（６時～１２時）、冬期の断熱性指標、及び家族数
を説明変数として、ガス消費量（６時～１２時の総量）または電力消費量（６時～１２時
の総量）を目的変数として、重回帰分析を行い、偏回帰係数Ａ～Ｄを求める。
【００７０】
　そして、標準エネルギー消費量推定手段１９は、
　Ａ×累積日射量（６時～１２時）＋Ｂ×断熱性指標（冬期）＋Ｃ×家族数＋Ｄ
　を、当該累積日射量、当該断熱性指標、及び、当該家族数に応じた標準のエネルギー消
費量として推定する。
【００７１】
　以降の、消費行動判定手段２０による省エネ行動の評価方法、ならびに表示手段１３に
表示されるメッセージの内容については、基本的に上述した一日総量の場合と同様であり
、説明を割愛する。
【００７２】
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　冬期の昼総量（１２時～１８時）、冬期の夜総量（１８時～翌日６時）の場合について
は、説明変数としての累積日射量ならびに目的変数としてのガス消費量または電力消費量
に、夫々対応する時間帯のものを用いて、冬期の朝総量と同様の方法で重回帰分析を行え
ばよく、消費行動判定手段２０による省エネ行動の評価方法、ならびに表示手段１３に表
示されるメッセージの内容についても、基本的に上述した一日総量の場合と同様であり、
説明を割愛する。
【００７３】
　〈中間期、１日総量の場合〉
　冬期と夏期の間の中間期では、空調を行わないとみなして、建物の断熱性能は評価しな
いとする。従って、重回帰分析において、断熱性指標を説明変数としない。即ち、重回帰
分析手段１７が、累積日射量（０時～２４時）と家族数を説明変数とし、ガス消費量（０
時～２４時の総量）または電力消費量（０時～２４時の総量）を目的変数として、重回帰
分析を行い、偏回帰係数Ａ、Ｂ、Ｄを求める。
【００７４】
　そして、標準エネルギー消費量推定手段１９は、
　Ａ×累積日射量（０時～２４時）＋Ｃ×家族数＋Ｄ
　を、当該累積日射量、及び、当該家族数に応じた標準のエネルギー消費量として推定す
る。
【００７５】
　以降の、消費行動判定手段２０による省エネ行動の評価方法、ならびに表示手段１３に
表示されるメッセージの内容については、断熱性能に対する判定を行わないことを除いて
、基本的に上述した冬期の一日総量の場合と同様であり、説明を割愛する。
【００７６】
　中間期の朝総量（６時～１２時）、中間期の昼総量（１２時～１８時）、及び、中間期
の夜総量（１８時～翌日６時）の場合については、説明変数としての累積日射量ならびに
目的変数としてのガス消費量または電力消費量に、夫々対応する時間帯のものを用いて、
中間期の一日総量と同様の方法で重回帰分析を行えばよく、消費行動判定手段２０による
省エネ行動の評価方法、ならびに表示手段１３に表示されるメッセージの内容についても
、基本的に上述した一日総量の場合と同様であり、説明を割愛する。
【００７７】
　〈夏期の場合〉
 上述した冬期の場合において、冬期の断熱性指標に代えて夏期の断熱性指標を用いる点
を除いて、冬期の場合と同様であるので説明を割愛する。
【００７８】
　上記の本発明システム１では、各家庭のエネルギー消費について、建物の性能や気候に
依存する環境要因を考慮にいれた上で、消費者の省エネ行動について適切な評価を与える
ことが可能になる。
【００７９】
　以下に、別実施形態について説明する。
【００８０】
　〈１〉上記実施形態に係る本発明システム１は、累積日射量、及び、断熱性指標の両方
を説明変数として重回帰分析を行い、建物の立地や断熱性能に応じた標準エネルギー消費
量を推定し、省エネ行動を評価する構成であるが、少なくとも何れか一方を説明変数とし
て重回帰分析を行うことで、当該説明変数に応じた標準エネルギー消費量を推定し、省エ
ネ行動を評価することが可能である。
【００８１】
　〈２〉上記実施形態では、数３～数６に基づき、空調が稼動していない期間を推測し、
統計処理により断熱性指標ＨＩを算出する例を説明したが、更に、単位時間別のエネルギ
ー消費量を計測データベース１２から参照し、エネルギー消費量が一定値以下の期間のみ
を取り出して統計処理を行うことで、暖房（冷房）がされている可能性を排除できる。
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　或いは、空調の稼動に係る情報を室温と共に計測データベース１２に保存しておき、断
熱性指標算出手段１６が、空調が稼動していない期間の室温情報を参照して断熱性指標Ｈ
Ｉの算出に用いる構成としてもよい。その場合、計測データ取得手段１１が、空調が稼動
中か否かの情報を、単位時間別に、ＨＥＭＳを介して取得し、エネルギー消費量および室
温とともに計測データベース１２に保持しておくとよい。
【００８３】
〈３〉上記実施形態では、省エネ行動判定装置２１の構成要素である計測データ取得手段
１１、日射量取得手段１３、断熱性指標算出手段１６、重回帰分析手段１７、標準エネル
ギー消費量推定手段１９、及び、消費行動判定手段２０の夫々が、同一のサーバコンピュ
ータ内に設けられている場合を説明したが、うち計測データ取得手段１１、日射量取得手
段１３、断熱性指標算出手段１６、及び消費行動判定手段２０については、パーソナルコ
ンピュータ等により、各家庭に設けることが可能である。この場合、計測データベース１
２は、各家庭に設けられ、家庭毎に計測データ取得手段１１が取得した室温、日射量取得
手段１３が取得した日射量を保持する構成とし、断熱性指標算出手段１６が自家庭の断熱
性指標を算出し、電気通信回線１０を介して重回帰分析手段１７に送信する構成とすると
よい。そして、消費行動判定手段２０が、標準エネルギー消費量推定手段１９から推定さ
れた標準エネルギー消費量を受信し、省エネ行動を評価する構成とすることができる。
【００８４】
　〈４〉上記実施形態では、家族構成に係る情報のうち、家族数を説明変数として重回帰
分析を行う方法を例示したが、本発明はこれに限られるものではなく、説明変数として用
いる家族構成に係る情報としては、家族数のほか、子供の数や、男女の構成比を説明変数
とすることも可能である。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明は、消費者の標準のエネルギー消費量を推定し、省エネルギーのための助言を与
えるシステムに利用可能である。
【符号の説明】
【００８６】
１：　　本発明に係る省エネ行動評価システム
１０：　電気通信回線
１１：　計測データ取得手段
１２：　計測データベース
１３：　日射量取得手段
１４：　建物情報データベース
１５：　気温情報データベース
１６：　断熱性指標算出手段
１７：　重回帰分析手段
１８：　属性情報データベース
１９：　標準エネルギー消費量推定手段
２０：　消費行動判定手段
２１：　省エネ行動判定装置
２２：　計測器
２３：　表示手段
２４：　太陽光発電設備
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